




されることがある。冨田（2011）が 2011年 7月に教員を志望する女子大学生 32人と現職小学校教員


















































に、第 2回目のマイクロティーチング前（表 1の③の前）と、第 3回目のマイクロティーチング前（同
上）に質問紙による調査を行った。
質問紙は、高橋（2011）によって、目的にしていると考えられる項目をこの講義の既修者とともに











































研究 2においては、研究 1で示された結果をもとに、2016年度にも 2-3-2で記した同様の調査を行い、
経年変化を見ることとし、算数科指導法の講義において、実践的指導力が定着しているかを検証する。
3-2　研究 2の対象者
研究 1のデータ及び、今回新たに　「算数科指導法」受講者 19名（2年生 19名）より質問紙調査を行っ






て行った（表 3）。なお有効回答数は 2011年度 29、2016年度 16であった。
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